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１ 研究テーマ 

筆者の勤務校では，研究主題を「くらしとまな 

びを自ら創る子どもの育成」と設定し，特別活動

を中心とした学校研究に取り組んでいる。昨年度

の研究の視点の一つに「子どもが課題意識をもつ

ための工夫」があった。そこで，1年次研究では，

ICT を活用することによる児童の課題意識の変容

を研究した。その結果，有効な手立てとしてロイ

ロノートの活用を挙げた。ロイロノートを活用し

て，課題をつかむための情報収集を児童に委ねる

こと，共有ノートを活用して学習内容や振り返り

を蓄積すること，他者参照できる環境を常に整え

ることが有効な手立てだった。しかし，第 3学年

として，ICT 活用の幅を広げることができたもの

の，各教科の目標に迫ることや見方・考え方を引

き出すことにつながる ICT活用までは至っていな

かった。「小学校学習指導要領（平成 29 年告示）

解説 総則編」において，児童に「生きる力」を

育むことを重視している。各教科等の目標を達成

することは，単なる知識の習得に留まらず，「生き

る力」を身に付けるために必要なことである。ま

た，授業において，「見方・考え方」を働かせるこ

とは「深い学び」の核となり，「生きて働く力」に

結びつくものである。そのため，授業づくりにお

いて，目標の達成や見方・考え方を働かせること

は欠かせないことである。そこで，2 年次研究で

ある今年度は，教科等のねらいを達成するための

ICT活用について探っていきたい。 

さらに，児童の学びを支える資質・能力として， 

情報活用能力がある。「小学校学習指導要領（平成

29 年告示）」は，情報活用能力について次のよう

に述べている。 

 

情報活用能力をより具体的に捉えれば，学習

活動において必要に応じてコンピュータ等の

情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を

整理・比較したり，得られた情報をわかりやす

く発信・伝達したり，必要に応じて保存・共有

したりといったことができる力であり，さらに，

このような学習活動を遂行する上で必要とな

る情報手段の基本的な操作の習得や，プログラ

ミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，

統計等に関する資質・能力等も含むものである。 

 

また，情報活用能力は，学習の基盤となる資質・

能力であると位置付けている。しかしながら，教

員の情報活用能力に関する認知は十分とはいえ

ない。（小林祐紀ほか，2023）1年次研究において，

ICTを活用する際に，課題が自分事であり，ICTを

使う必要感や必然性があることが情報活用能力

をより高めるのではないかということが示唆さ

れた。今年度も児童の必要感や必然性を大切にし

【2年次研究】 

高めた情報活用能力を教科等の学びに生かす授業実践 

大石田町立大石田南小学校  小 玉 絃 貴 

＜研究の要旨＞ 
 本研究は，ICT活用を通じて児童の課題意識と情報活用能力を高めた 1年次研究を踏まえ，ICT

を各教科等の目標達成や「見方・考え方」の深化にどう繋げるかを検証したものである。 

主な実践として，外国語活動でのオンライン交流や生成 AIによる教材提示，ロイロノートを用

いた個別学習を展開した。オンライン交流では，対面とは異なる「伝わりにくさ」を経験させるこ

とで，相手意識に基づいた言葉の調整やメタ認知能力を引き出すことができた。また，生成 AIを

活用し児童の実態に合わせたクイズ等を作成することで，学習内容への興味を促し，教科の本質に

迫る思考を支えた。 

研究の結果，ICT活用の日常化が学びの質を担保する前提であること，児童の ICTを使う必要感

や必然性に基づいた場面設計が，自律的な情報活用能力の育成に不可欠であることが明らかとなっ

た。今後は，児童自身が目的に応じて最適なツールを自律的に選択・調整できる力の育成を目指

し，6年間を見通した体系的な「ステップシート」に基づく指導を推進していく。 

 



ながら実践していく。そして，情報活用能力を高

めることによって，児童は ICTの様々な機能の強

みを理解して，情報を集めやすい方法や他者に伝

わりやすい方法など，ICT の使い方を選択できる

ようになり，ICT を問題解決に生かすツールとし

て活用することができるようになると考える。 

本学級は第 3学年であり，第 1学年から iPadを

使用している。前年度までの低学年段階では，カ

メラアプリによる撮影とロイロノート 1)による資

料の提出が主な利用場面であった。そのような実

態から，筆者は児童が様々な機能を経験し，それ

ぞれのよさを理解しながら，使い方を自ら選択で

きるようになってほしいと願っている。なぜなら，

そうして育まれた情報活用能力を発揮させるこ

とにより，各教科等における主体的・対話的で深

い学びへとつながっていくことを期待している

からである。昨年度に引き続き第 3学年を担任し

ていることを生かし，有効であった手立てを継続

しつつ，新たな ICT 活用について模索していく。 

以上のことより，本研究では次の二点を明らか

にする。 

一つ目は，各教科等におけるねらいを達成する

ための ICT活用のあり方である。二つ目は，情報

活用能力を高めるための ICTを活用した授業実践

のあり方である。 

 

２ 研究の視点 

(1) ICTを教科等の学びに生かす工夫 

(2) 情報活用能力を高める工夫 

 

３ 研究の方法と計画 

(1) 視点 1について 

主に「オンライン」「生成 AI」「ロイロノート」

をキーワードにして実践していく。オンラインを

活用すればそれぞれの学校にいながら，空間をこ

えてつながることができる。外国語活動で他校と

のやり取りを行うことで，言語活動の目的を達成

したり，多様な考えに触れながらやり取りを楽し

んだりすることができるのではないかと考える。

生成 AI は近年急速に発展しており，学校現場に

も広まりつつある。小学校 3 年生段階での AI 活

用について模索していく。特に授業準備に関わる

教師による AI の活用を行う。外国語活動での慣

れ親しみに向けた活動と AI を組み合わせること

で，より自然な発音を，速さを変更しながら聞く

ことができる。生成 AIを活用すれば，授業のねら

いに合わせた教材や提示物の作成が可能である。

実態に応じた語彙や興味関心に即した内容を生

成することで，児童の意欲を喚起し，主体的な学

習参加を促すことができるため，教科等のねらい

に迫りやすくなると考える。ロイロノートでは，

音声録音機能を活用し，自分の声や姿を録音・撮

影することで，メタ認知を働かせ，相手意識を高

められると考える。また，共有ノートを活用し，

共同編集できる環境を常に整えることと必要な

資料をいつでも，任意のタイミングで取り出し，

参照できるようにする。 

(2) 視点 2について 

ICTの基本的な操作スキルを高めるために，今 

年度は学習者用端末で活用できる様々なアプリ

ケーションや機能を学習や生活に積極的に取り

入れていく。その際，教師が，使用するツールや

手順を一律に指示するのではなく，児童自身が学

習目的に応じてアプリケーションや機能を選択

する場面を意図的に設定する。また，児童が見い

だした効果的な活用方法や新たな機能を学級全

体で共有・称賛する活動を取り入れ，他者の実践

から学ぶ機会を創出する。これにより，操作スキ

ルの向上とともに，状況に応じて最適な手段を選

択する情報活用能力の育成を図る。 

また，ICT を活用する際は共同編集できる環境

を整え，お互いの学び方を即時共有することがで

きるようにする。そのような活動を通して，どの

ような情報活用能力が，どのように高まっていく

のかを研究する。 

 

４ 授業実践の実際 

(1) 実践 1 

ア 実践の概要（9月実践） 

（ア） 単元名 3学年 外国語活動 

   「Unit5 What do you like?」 

（イ） 本時の目標 

「大石田町 3 年生ランキング」を作る



ために，相手に伝わるように工夫しな

がら，自分で決めたものについて何が

好きかを尋ねたり，答えたりして伝え

合っている。 

イ ICTの活用について（オンライン交流） 

「大石田町 3 年生ランキング」を作るために，

本学級の児童と大石田小学校 3 年生で，Zoom2）

によるオンライン交流を行った。オンラインを

活用することで，言語活動の目的達成ややり取

りへの動機付け，多様な考えに触れ，普段の授

業ではやり取りができない相手とのやり取り

を楽しむことをねらった。また，オンラインの

相手を 2年後の小学校統合の際に同じクラスに

なる相手とすることで，コミュニケーションの

意欲を高めることもねらった。 

さらに，本校と大石田小学校，大石田北小学

校の児童が「好きなもの」について話している

動画をロイロノートの共有ノートで共有した。

共有された動画を見ながら相手が話す英語を

聞き，オンラインで聞き取った内容を確かめ，

ランキングづくりのための集計ができるよう

にした。 

 ウ 児童の学びの姿 

児童は前単元で学習した「Do you like～？」 

「I like～」の表現や身の回りのものの言い方

に慣れ親しみながら，本単元のゴールについて

話し合っていった。学級内で好きなものについ

てやり取りをしている中で，幼稚園からともに

過ごしている友達のことは知っていることが

多いことに気付いていた。そこで，誰に聞いて

みたいかと教師が問うと，大石田町 3つの小学

校による合同学習を控えていたこともあって，

他校の 3年生に聞いてみたいという声が挙がっ

た。2 年後に統合し同じクラスになる相手であ

ることや，何度か一緒に学習したことはあるが

知っていることは少ないことから，やり取りの

相手を町内の小学校 3年生とし，単元のゴール

を「町の 3年生の好きなものを聞き合い，大石

田町 3年生ランキングを作ろう」とした。そし

て，他校に移動することなくつながることがで

きることやより相手に伝えようとしたり，聞き

合おうとしたりする必然性が生まれることね

らって，オンラインでやり取りを行うこととし

た。 

 単元のゴールを作成したのち，課題を自分事

として学習に取り組むために，児童がどうなり

たいか，何ができるようになりたいか，そのた

めにどうするのかを出し合った。 

図 1.単元でできるようになりたいことの整理 

また，単元のゴールについて，やり取りをし

て確かめてみたいという想いを引き出すため

に，結果の予想を立てた。 

 図 2．ランキング結果の予想 

これらのように，児童自身ができるようにな

りたいことを出し合って整理したり，結果を予

想したりすることは，「情報活用能力ベーシッ

ク」の 5つのプロセスのうち，「課題の設定」に

あたり，情報活用能力育成のためにも重要な学

習過程である。 

既習の表現ややり取りで使用する表現に慣

れ親しんだ上で，オンラインでのやり取りを 2

回行った。 

1 回目のオンラインでは，相手から聞き出す

ための英語を使ってはいるものの，発音するこ

とに精一杯で，相手の反応を見る余裕がなかっ

た。また，うまく聞き取れていないのにも関わ



らず，聞き返さずに次の質問をしたり，やり取

りを終了させたりする児童が多かった。その原

因は，オンラインと対面との違いにあると考え

る。具体的には，オンラインではよりはっきり

とした言葉で伝える必要があるということで

ある。対面では，会話の空気感から「なんとな

く」でも伝わることがあるが，オンラインでは

相手の感情は読み取りにくい。そのため，対面

以上に言葉でのやり取りに意識を向ける必要

がある。児童はオンラインに慣れておらず，対

面との違いに戸惑いがあったため，「コミュニ

ケーション」ではなく，ぎこちない単なる「イ

ンタビュー」になってしまったと考えた。 

そこで，児童らと 1回目のオンラインでのや

り取りを振り返ると，相手に質問が伝わってい

なかったことや相手の言葉を聞き取ることが

できなかったこと，反応に遅れが生じることな

どを挙げた。そして，よりよく伝え合うために

は，「はっきり，ゆっくり話すこと」「わからな

かったら聞き返すこと」「相手の発言に反応し

たり，繰り返したりすること」が必要であるこ

とに気付いていった。 

1回目をふまえて，2回目のオンラインでは，

相手の発言に反応したり，繰り返したりしなが

ら，伝わっていることを言葉で表す児童，聞き

取れなかったときに質問し返す児童，伝わりや

すいようにはっきり，ゆっくりと話す児童など，

ただセリフを言う「インタビュー」から，相手

に伝わるように工夫した「コミュニケーション」

に変化していた。 

  図 3．オンラインでやり取りをする児童 

児童同士のやり取りが相手意識をもったや

り取りに変わったのは，1 回目のオンラインを

終えて，振り返ってからであった。このことか

ら児童が，相手に伝わるように工夫する必要性

に気付くことができたのはオンラインを活用

したからこそであったと言える。対面の会話で

はあまり感じることのない，オンラインならで

はのタイムラグや表情の読み取りにくさによ

る違和感から，相手の発する英語を注意深く聞

いて相手の想いを理解しようとしたり，もって

いる知識などを生かして他者に自分の思いを

伝えようとしたりするといった，見方・考え方

を引き出すことにつながった。さらに，単元前

半で「聞きたい」「わかりたい」という課題意識

をもち，オンラインで「伝わった」「わかった」

が実感できたことで，自尊心の高まりやコミュ

ニケーションへの自信，そして他者尊重の態度

の育成にもつながっていった。 

単元の終末には，好きなものについて話して

いる動画をロイロノートで町の 3校と共有した

ことで，共有された動画を聞きながら，単元の

ゴールに向かうことができた。 

   図 4．町 3校で共有したロイロノート 

   そして，図 5のようにランキングの結果を

まとめた。 

  図 5.「大石田町 3年生ランキング」結果 



(2) 実践 2（9月実践） 

 ア 実践の概要 

（ア）単元名 第 3学年 外国語活動  

「Unit6 ALPHABET」 

（イ）単元の目標 

活字体の大文字とその読み方

に慣れ親しみ，自分が欲しいアル

ファベットを集めるために，英語

で簡単な指示や依頼をしたり，そ

れらに応じたりしている。 

イ ICTの活用について（生成 AI） 

本実践は授業準備の際に，教師が生成 AI を

活用したものである。活用については三つある。 

一つ目は「スリーヒントクイズ」の作成であ

る。既習や本時に関わる単語・表現に慣れ親し

むとともに，担任が発する英語よりも自然な発

音に慣れ親しみながら，ゆっくりはっきりと話

された語句を聞き取ることができるようにす

ることをねらった。 

二つ目は「アルファベットクイズ」の作成で

ある。アルファベットの一部が隠されている画

像や動画を生成し，アルファベットの形当てク

イズを行った。文字の形に着目して，児童が文

字に対して興味・関心を高め，楽しみながら文

字に慣れ親しむことをねらった。 

三つ目はゲーム的活動で使用する画像や動

画の生成である。活動の説明や活動の様子に関

わる画像，ルーレットのような動画など，教師

が必要とするものを AI で生成することで，よ

りねらいに沿った提示物となるようにした。 

ウ 児童の学びの姿 

 ＜スリーヒントクイズ＞ 

既習の表現を使ったヒントであり，既習の語

句または本時に関わる語句が答えとなる「スリ

ーヒントクイズ」になるように作成した。その

際，ChatGPT3）でクイズを作成し，そのクイズを

Gemini4)にコピーすることで読み上げを可能に

した。そして Gemini が読み上げている画面を

収録した動画をロイロノートのカードに添付

した。そうすることで，音声の速度を変えられ

るようにした。 

児童らはより自然な発音によるクイズを聞

き，答えを推測していった。AI の話す速さを児

童にたずねながら，任意のスピードに変え，答

えを考える。 

図 6．生成 AIで作成したスリーヒントクイズ 

教師が発する英語よりもより自然な発音を

聞き取ろうとする児童の姿が見られた。このよ

うに，なんとか聞き取ろうとする態度がうまれ

たのは，スピードを変えることが可能なことで，

ゆっくりはっきり話された英語を繰り返し聞

くことができ，「自分で聞き取ることができた」

ということを実感できたからだと考える。

「Baseball」が答えのクイズに答えることがで

きた児童が「全部はわからなかったけれど，バ

ットとボールが聞こえたから答えがわかった。

ぼくはこのクイズが得意かもしれない。」と話

していた。また，既習の語句や本時で扱う語句

を使用したクイズを生成しているため，本時の

中心的な活動にもつながるクイズともなった。 

＜アルファベットクイズ＞ 

アルファベットの大文字の形に着目するた

めに，アルファベットの一部に光が当たり，見

えたり隠れたりする動画を生成し，クイズを行

った。 

 

 



図 7．生成 AI で作成したアルファベットク

イズ 

以前の児童は，アルファベットの歌を歌って

言い方を覚えようとする児童が多かった。しか

し，文字の形に着目し，「Bか Pか」「Mか Nか」

などと，文字の形と言い方を結び付けるように

なった。それは意図的に文字の一部を隠すよう

に生成した動画クイズが有効だったからだと

考える。アルファベット全体を漠然と見ていた

児童が，文字の一部の見え隠れによって形の違

いに注意して見ることができるようになった。 

授業で使用したい画像や動画は，検索すれば

様々なものを探し出すことができるが，意図し

ないものがあったり，必要のないものが含まれ

ていたりすることもある。クイズやルーレット

の動画のように，教師の意図する形で教材を生

成することができることも AIのよさであった。 

(3) 実践 3（9月実践） 

ア 実践の概要 

（ア）単元名 3学年 外国語活動 

   「Unit5 What do you like?」 

（イ）本時の目標 

「大石田町 3年生ランキング」を

作るために，相手に伝わるように

工夫しながら，自分で決めたもの

について何が好きかを尋ねたり，

答えたりして伝え合っている。 

イ ICTの活用について（ロイロノート） 

ロイロノートを活用して，やり取りで活用

したい言語材料やその音声を，任意のタイミ

ングで，表現を確かめ，英語に慣れ親しむこ

とができるようにした。また，本時の「My time」

ややり取りの際には，自分の声を録音したり，

やり取りを撮影したりして自分で確かめる

ことで，相手意識をもつことができるように

した。 

ウ 児童の学びの姿 

授業の中に「My time」を設定し，本時で使う

表現ややり取りで使いたい表現を児童それぞ

れが確かめていった。「My time」は，児童が自

ら使用したい言語材料を確かめたり，自分の声

を録音して聞き，相手にはどう聞こえているの

かを確かめたりする時間として設定した。教師

が，既習や本時の言語材料の音声やイラストを

ロイロノート上に整理しておき，児童は自分で

選んで練習した。また，ロイロノートの録音機

能を活用して，自分の声を録音し，手本と比べ

ながら聞き返す児童も見られた。これらのよう

に自己決定しながら学ぶ姿が見られたのは，オ

ンライン交流に向けて「自分の発音を確かめた

い」という児童の想いがある上で，ロイロノー

ト上でいつでも資料を取り出せる環境とイヤ

ホンを活用して自分の学びに集中することが

できる学習環境を整えたからだと考える。 

図 8．使用する言語材料を確かめる児童 

また，やり取りの際には，お互いに動画を撮 

影し合い，自分の姿を客観的に振り返る姿も見

られた。これによって，自分の発する英語が相

手にはどのように聞こえているのかと，メタ認

知を働かせて，より伝わりやすい話し方へと改

善しようとしていた。 

本実践は，実践 1のオンラインと同じ単元で

あるが，それぞれに共通して言えることがある。

それは，ICT を学びに生かすためには，そのも

のの機能を使いこなし，慣れている必要がある

ということである。オンラインも撮影，録音に

よるメタ認知もその機能を使うことが日常的



で，当たり前になっていなければ，学び以前に，

使用方法や機能への興味など不必要な思考の

流れが生まれてしまう。録音・再生という行為

が日常化していたため，操作に認知的負荷がか

からず，発音の改善に集中できた。つまり，ICT

が学びに生かされるかどうかは日常使いの程

度に左右されることでもあると実感した。 

図 9．撮影した動画を視聴する児童 

(4) 実践 4（1月実践） 

ア 実践の概要 

（ア）単元名 

第 3学年 特別の教科 道徳 

「赤い灯 ゆれろ」（友情，信頼） 

（イ）単元の目標 

 友だちを互いに理解し，信頼し，助け合

っていこうとしている。 

イ ICTの活用について 

本時の導入で「友達とはどんな人か」につい

ての自分の考えをロイロノートの共有ノート

に記入し，その共有ノート画面をスクリーンシ

ョットして Gemini に読ませた。それを要約さ

せることで，考え方の共通点や相違点など，多

様な視点を瞬時に可視化することをねらった。

そして自分の考えとクラスの考えを比べるこ

とで考えるきっかけや対話のきっかけになる

ようにした。また，授業の終末にもう一度考え

を書き，再度 AIで要約することで，クラス全体

としての考えの変容を可視化し，今後の行動へ

の意欲へとつながるようにすることをねらっ

た。 

 ウ 児童の学びの姿 

児童は「友達」に関する自分の考えを記入し，

クラスの考えとしてまとめられた AI による要

約に注目した。すると，多くの児童が挙げてい

る考えがまとめられたり，クラス全体としては

何を重視している人が多いのかが明らかにな

ったりした。そして，その要約と自分の考えを

比べて教材を読む意欲を高める姿が見られた。

さらに，授業終末にもう一度考えを書き，要約

してみると，考えの変化が明らかになった。 

図 10.AIによる要約（授業終末） 

 

５ 到達点と今後の課題 

(1) 視点 1について 

  今年度の研究では，「オンライン」「生成 AI」 

 「ロイロノート」をキーワードにして，それぞ

れで有効だと感じた活用があった。 

  まず一つ目は，実践 1のように，外国語活動

におけるオンラインの活用によって，相手に伝

わるように工夫するという見方・考え方を引き

出すことができたことである。オンラインでの

交流では，タイムラグが生じたり，対面よりも

聞き取りにくかったりするため，より相手に伝

わるように工夫する必要感が生まれる。対面で

は曖昧に流されていた「伝わらなさ」を意図的

に創出することができた。これにより，児童が

自ら相手意識をもち，言葉の速さや明瞭さを自

ら調整する姿が見られた。実践 1で ICT活用が

学びに生きた要因はオンラインを活用したか

らだけではない。単元前半で，単元のゴールや

この単元でできるようになりたいことを話し

合い，課題意識をもったことも大きな要因であ

る。そこからオンラインのやり取りにおいて試

行錯誤し，「伝わった」「わかった」が実感でき

たことで，自尊心の高まりやコミュニケーショ



ンへの自信，そして他者尊重の態度の育成にも

つながったと考える。 

  二つ目は，実践 2 のように教師が生成 AI を

活用して教材を作成し，提示したことが，児童

が見方・考え方を働かせるための揺さぶりとし

て機能したことである。「スリーヒントクイズ」

や「アルファベットクイズ」はそれぞれ，教師

が児童に気付かせたいことをふまえて作成し

たものである。その結果，既習の語句から文の

意味を推測しながら聞き取り，何とか理解しよ

うとする姿が見られたり，アルファベットの形

に着目しながら，大文字を理解したりする姿な

ど，外国語活動のねらいに沿った児童の姿が見

られた。生成 AIの活用は，単にクイズを作成す

るものではなく，その時，そのクラスの児童に

合わせたカスタマイズが可能であり，教科等の

ねらいの達成を支え，対象を深く吟味しようと

する思考を促すものとなった。 

  三つ目は，実践 3のようにロイロノートを活

用した必要な資料を取り出せる環境整備と録

音機能の活用，動画撮影機能の活用である。ロ

イロノート上に整理した既習や本時の言語材

料の音声やイラストを，児童が自分で選んで練

習する姿，自分の声を録音し，手本と比べなが

ら聞き返す姿も見られた。これらのような姿が

見られたのは，いつでも資料を取り出せる環境

とイヤホンを活用して自分の学びに集中する

ことができる学習環境を整えたからであり，そ

の後の相手意識をもったやり取りを支える手

立ての一つとなっていた。 

  課題は三つある。 

  一つ目は，ICT を活用して教科等のねらいに

迫るためには，教師による環境設定や AI プロ

ンプトの質に依存する部分が依然として大き

いことである。今後は児童自身が「自分の考え

を整理するために AIに要約を頼む」「自分の特

徴をチェックするために録音機能を使う」とい

うように目的に合わせて自律的にツールを選

ぶことができるようにする。 

  二つ目は，実践 4の AI活用についてである。

道徳の時間において学級全員の考えを要約し，

可視化することは，一人ひとりの考えを瞬時に

集約し，自分とは異なる多様な考えがあること

や考えの変容を視覚的に捉えることができる。

しかし，単に提示するだけでは，児童が AIの要

約を鵜呑みにする危険性があった。その結果，

価値のある少数意見が切り捨てられてしまっ

たり，結論を AI に提示されることで思考停止

に陥ってしまったりする可能性があると考え

る。安易に AIで考えを要約することは，児童が

自分で考え，自己や他者との対話を通して言葉

を紡ぎ出す苦労を放棄する恐れがあると分か

った。AIを対話のきっかけにするためには，教

師が要約から漏れた意見を拾い上げたり，AIの

要約からさらなる問いを投げかけたりして，AI

にはできない「共感的な理解」と「価値の揺さ

ぶり」を教師が担うことが大切である。また，

児童が AI の特性を理解し，AI を鵜呑みにしな

い態度を育てる必要性もある。 

  三つ目は，ICT を学びに生かすためには，そ

のものの機能を使いこなし，慣れている必要が

あるということである。オンラインも撮影，録

音によるメタ認知もその機能を使うことが日

常的で，当たり前になっていなければ，学び以

前に，使用方法や機能への興味など不必要な思

考の流れが生まれてしまう。つまり，ICT が学

びに生かされるかどうかは日常使いの程度に

左右されることでもある。 

  上記三つの課題を解決するためにも，小学校

6 年間を通して日常的に ICT を活用し，児童が

体系的に学んでいく必要があると言える。 

(2) 視点 2について 

 「情報活用能力」といっても，その内容は多種

多様である。2 年次研究で特に高まりを感じた

のは，自らの学習状況を客観的に把握する力と

目的達成のために最適な手段を選択・調整する

力である。その要因として三点ある。 

  一点目は，オンライン交流や音声・動画の撮

影（実践 1・3）を通じて，自分自身を客観視す

る環境を整えたことである。児童は自分の声や

姿を，手本の音声や相手の反応と比較しながら，

即座に表現を修正しようとしており，メタ認知

能力が育まれていた。 

  二点目は，生成 AI を活用して作成した揺さ



ぶりのある教材の提供（実践 2）が情報を精査

する態度を支えたことである。聞き取れなかっ

た言葉や文字の隠れている部分など不完全な

情報に直面した際，児童は自分がわかっていな

い状況を客観視しながら，既習の語句に注目し

たり，見えている部分に注目したりして推測し

ていた。これらは情報を選択し，調整する力を

生かしている場面だと考える。 

  三点目は，ロイロノートを活用して，自分に

必要な資料を自ら選んで学ぶ「My time」のよう

な個別最適な学びが成立したことである。学習

材料を蓄積，整理しておくことで，児童が課題

と感じたときに，任意のタイミングで必要な学

習材料を取り出して学習する。自ら情報を選択

しながら学びを進める姿が見られた。 

  また，自らの学習状況を客観的に把握する力

と目的達成のために最適な手段を選択・調整す

る力は上記の三点がつながり合って高まった

と考える。オンラインや音声・動画の撮影，AI

による教材によって，児童がメタ認知を働かせ，

自己の課題を発見し，それを解決するためにロ

イロノートでの学習手段を選択する。1 年次研

究で示唆された，ICT を活用する必要感と必然

性は情報活用能力をより高めるために重要な

ことであると改めて確信した。 

(3) 研究を終えての提言 

  2年間にわたり，小学校第 3学年における ICT

活用を追求した結果，以下の三点を提言する。 

  一点目は，「ICT活用の日常化」が学びの質を

担保する前提条件であるということ。2 年次研

究でも示唆されたように，ICT が「特別な道具」

であるうちは，児童の思考は操作方法や機能へ

の興味に奪われてしまう。文房具のように当た

り前に使える環境があって初めて，児童は教科

の本質的な問いに集中することができるので

ある。 

  二点目は，必要感や必然性のある活用が情報

活用能力を自律的に高めるということ。1 年次

の「生き物の飼育」や 2年次の「他校との交流

（オンライン）」のように，児童が「伝えたい」

「わかりたい」と思う場面設定こそが，情報活

用能力をより高める。教師が教え込むスキルよ

りも，課題解決のために自ら必要として獲得し

たスキルの方が，その後の学習への汎用性が高

い。「必要感に基づく活用」をデザインすること

が，結果として能力育成につながる。 

  三点目は，他者参照や資料参照が一人ひとり

の学びを支えるということ。ロイロノートの共

有ノートをベースにした，いつでも誰の考えで

も見られる環境により，それぞれが自分のタイ

ミングで必要なものを取り入れて学ぶ。常に他

者参照や資料参照できる環境を整えることは，

個別最適な学びを支えるとともに，学びの途中

を見ることができることで，対話のきっかけづ

くりともなり，協働的な学びを支えることにも

つながる。 

  また，本研究の実践を通して，ICT が地域や

学校規模の制約を超えた協働学習の基盤とな

り得ること，オンライン特有の「もどかしさ」

こそがコミュニケーション能力を高める「良質

な摩擦」になり得ることが示唆された。これら

は，今後の学校教育が抱える課題を解決する糸

口になるものである。 

2 年間の研究を通して，ICT を学びに生かす

ためには，ICT の日常化が重要であることを改

めて実感した。そして，日常化を実現するには

小学校 6年間を通じて児童が体系的に ICTを学

んでいく必要があると確信した。 

  そこで，以下に複数の参考文献をもとに作成

した「ステップシート」を提案する。作成に際

しては，参考文献である「文部科学省の次期学

習指導要領に向けた論点整理」「情報活用能力

の体系表例」および「つくば市立みどりの学園

義務教育学校 ICT活用におけるステップシート」

の内容を網羅的に整理・統合するために，

NotebookLM5)を活用した。次頁図 11に示すもの

は，NotebookLM による構造化と複数回の推敲，

および筆者による修正を経て作成したもので

ある。本モデルを基盤に，自校の実態に応じて

再構成しながら，児童の情報活用能力を体系的

に育んでいきたい。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.ICT活用（情報活用能力）ステップシート 
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注 

1) ロイロノート・スクールは，株式会社 LoiLo

が開発した授業支援クラウドである。教材配

付や画面配信，回答共有，共有ノートによる

共同編集等の機能がある。大石田町の児童生

徒全員に IDが付与されている。 

2） オンラインは無料版 Zoom を活用した。Zoom 

Video Communications, Inc.が提供するクラ

ウドコンピューティングを使用したビデオ

会議サービスである。オンラインで他校と繋

がり，リアルタイムでのやり取りに使用した。 

3） ChatGPTは，OpenAI社が開発した，人工知能

（生成 AI）を活用した対話型サービスである。

本研究では，児童の興味関心に合わせた教材

（クイズ等）の作成や提示に使用した。 

4） Geminiは，Google社が開発した，生成 AIを

活用したサービスである。本研究では，

ChatGPT で作成したテキストを，より自然に

近い音声として出力するために使用した 。

また，学級の考えの要約に使用した。 

5) NotebookLM は，Google 社が提供する，AI を

活用したリサーチおよび執筆補助ツールで

ある。アップロードした複数の資料に基づき，

情報を網羅的に整理・構造化するために使用

した。 


